






A Study of Pattern-Making for Sleeves of Elderly Women’s Clothes:































































































































































































































































ず始めに a と b の位置を求めるため、（図１３）に示し
たように a と b からそれぞれ中心線に対し直角に交わ
る交点を設定し、その点から袖山線までの長さを c・
d とし、縦軸の長さとした。さらに、c と d の差を e



















が分かった。また、B さん・C さん・D さんのように
a と b の縦軸の長さの差が若年女子に比べ大きい場合
もあることが分かった。























る。a と b の縦軸の長さの差については、目視でも高
齢女子 B さん・D さんのように加齢により前肩に
なったことが原因で前袖山の形状に変化が見られ、袖
の目の a と b の縦軸の長さの差は大きいように思え
た。しかし、C さんについては、前袖山線に前肩の影
響が見られないが a と b の縦軸の長さの差が大きい場
合もあった。また、A さん・E さんのように、後ろ腋








































た結果、有意な差は認められなかった。a と b の縦軸
の長さを用いた結果と同様に、若年女子と比べ前山線
に違いが認められず、後ろ袖山線に違いが認められる
結果となった。
袖山線の縦軸寸法と角度の比較・検討の結果から、
高齢女子と若年女子の上腕部形状を比較した場合、前
袖山線の形状は若年女子と同じ傾向であるが、後ろ袖
山線の形状については異なることが分かった。高齢女
子の上腕部の形状に即した袖のパターン設計を行なう
場合、後ろ袖山線の丸みを減らし傾斜を若年女子より
急な角度にすると良いことが分かった。しかし、加齢
により高齢女子の上腕部形状には個人差があり傾斜角
度の設定は難しく、着用実験等を通しさらに検討を行
なう必要がある。
（２）上肢の動作時における形状の比較・検討
上腕部（下垂・９０度側挙・９０度前挙）におけるトレー
ス図の若年女子と高齢女子の代表例を（図１６）に示し
た。上腕側挙時においても、袖山部分に下垂時と同様
な特徴として前肩により前袖山線の丸みが強くなる傾
向が見られ、後ろ袖山線は丸みが減少しやや直線に近
い等が確認できた。前挙時においては高齢女子の中心
線のずれ幅が大きかった。諸岡ら（２０１４）７）によると、
加齢に伴い後腋点周辺の圧縮変形量が大きくなること
が報告されており、高齢女子は若年女子に比べ皮膚の
弾力がなくなり重力によって皮膚表面が下方へ移動し
たことが原因ではないかと考えられる。
また、今回の異なる動作の型取を行なうことで、年
齢に関わらず動作時の上腕部形状を把握することがで
きた。上腕下垂時と側挙時を比較すると、下垂時より
側挙時の方の袖山の高さが低くなり袖幅が広くなる結
果となった。袖山の高さを低くし袖幅を広くするパ
ターン設計では腕が挙げやすくなることが確認でき
た。前挙時においては前袖山部分に対し後ろ袖山部分
が大きくなる傾向があることが分かった。このことか
ら、加齢により高齢女子の後ろ袖山線の丸みが少なく
なり直線的な線になるという結果が今回の実験によっ
て得られたが、高齢女子の上腕形状に合わせ過ぎ、後
ろ袖山の丸みを取り過ぎると腕を前挙した時に上腕部
後方が袖に圧迫され動作の妨げとなり、着心地が悪く
なることが考えられる。したがって、動作機能の低下
した高齢女子用の袖のパターン設計については、袖山
部分のゆとり量に配慮した設計が必要と言える。
４．結論
動作機能の低下に配慮した肩関節及び上肢の動かし
やすさに配慮した高齢女子用袖のパターン設計を考案
することを目的とし、高齢女子の上腕部形状について
把握するため、高齢女子５名・若年女子５名に対し、
直接法を用いて上腕部の型取を行ない、体表展開図・
トレース図・袖の目を作成し、比較・検討を行なっ
た。
主な結果は次の通りである。
（１）高齢女子の上腕部形状は若年女子と比べた結果、
①上腕部の突点が２か所ある。
②前肩になり上腕上部後方の丸みが減少する。
③腋窩点が下垂する。
④個人差がある。
という特徴があることが分かった。
（２）若年女子に比べ高齢女子用の袖のパターンは、
①袖山の高さが高い。
②後ろ袖山線の丸みが少ない。
③袖山のいせ込み寸法が少ない。
④袖山のいせ込み位置が異なる。
という特徴があることが分かった。
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これにより、高齢女子の上腕部形状に即した高齢女
子用の袖のパターン設計を行なうことができるように
なった。
今後は、今回の実験で得られた結果を基に高齢女子
用の袖のパターン設計を行ない着用実験を通し、さら
に比較・検討を進めたい。高齢女子の衣服に関する先
行研究において、下坂ら（２００８）は、高齢女子が腕を
袖に通しやすいようにゆとり量をはじめ、パターン設
計上の工夫の必要性を示した８）。袖のゆとり量につい
ては、若年女子の運動機能を満たす袖幅のゆとり量に
ついて猪又ら（１９８２）は７cm と報告している９）。高齢
女子についても同様の検討を重ねることで、高齢女子
にとってより着心地の良い袖のパターンを完成させた
い。
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